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④

⑤⑧⑨

⑪

⑩

⑥⑦

　

平
成
16
年
10
月
１
日
、
平
成
の
大
合

併
の
先
駆
け
と
し
て
、
麻
植
郡
４
カ
町

村
が
合
併
し
、
県
内
第
１
号
の
新
し
い

市
『
吉
野
川
市
』
が
誕
生
し
て
、
本
年

10
月
１
日
に
市
制
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
吉
野
川
市
の
礎
を
築

か
れ
ま
し
た
先
人
の
方
々
に
深
く
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
吉
野
川

市
の
限
り
な
い
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
、
吉
野
川
市
役
所
イ
ベ

ン
ト
広
場
に
お
い
て
「
吉
野
川
市
市

制
10
周
年
記
念
懸
垂
幕
除
幕
式
」
が

挙
行
さ
れ
、
吉
野
川
市
が
誕
生
し
て

10
年
と
な
っ
た
記
念
す
べ
き
日
を
祝

い
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
鴨
島
公
民
館
に
お
い
て

「
吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念
式
典
」

が
挙
行
さ
れ
、
ご
来
賓
の
方
を
含
め
約

４
０
０
人
の
市
民
の
皆
様
に
ご
臨
席
を

賜
り
、
祝
福
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
各
表
彰
が
行
わ
れ
、
川

真
田
市
長
な
ら
び
に
檜
教
育
委
員
長

か
ら
賞
状
や
記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。	
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
一
般
表
彰
・
功
労
表
彰
】

　

市
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
な

ど
に
わ
た
っ
て
本
市
の
振
興
に
寄
与

し
、
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

豊
田
賀
行
、
佐
藤
榮
一
、
宮
本　

清
、

大
久
保
邦
夫
、
佐
野
久
子
、
鈴
木
率
雄

【
特
別
功
労
表
彰
】

　

教
員
育
成
や
、
本
市
教
育
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

安
﨑　

曉

　

教
育
分
野
に
お
い
て
顕
著
な
成
績
を

収
め
た
児
童
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
個
人
】

渡
部　

竜
、
前
田
雪
乃
、
佐
藤　

祭
、

細
川
紗
希
、
藤
本
大
輝
、
重
清
宥
里
、

鶴
澤
良
樹
、
三
木
慶
香
、
大
森
茉
由

【
団
体
】

鴨
島
第
一
中
学
校
軟
式
野
球
部
、
鴨
島

第
一
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

鴨
島
第
一
中
学
校
合
唱
部

　

麻
植
郡
４
カ
町
村
の
合
併
以
降
、
市

政
に
対
し
特
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

吉
野
川
市
表
彰

10
周
年
記
念
表
彰

吉
野
川
市
教
育
表
彰

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念
事
業
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祝
①③

②

④

⑤⑧⑨

⑪

⑩

⑥⑦

①懸垂幕除幕式の様子②記念式典の様子
③鴨島鳳翔太鼓にあわせて書道パフォー
マンスをする書道家の武市鳴雲さん（右）
と吉野美苑さん（左）④吉野川市の情景を
表現した押し花アート作品を披露する吉野
川高等学校の生徒⑤川真田市長の式辞⑥
市表彰を受賞された豊田賀行さん⑦市教
育表彰の個人表彰を受賞された渡部　竜
さん⑧市教育表彰の団体表彰を受賞され
た鴨島第一中学校軟式野球部⑨10周年記
念表彰の個人表彰を受賞された東野宏一
さん（右から二番目）と団体表彰を受賞さ
れた吉野川市商工会（右）⑩フォトコンテ
スト入賞作品⑪作品コンクール入賞作品

【
個
人
】

飯
田
良
治
、
小
松
美
智
子
、
先
山
順

容
、
渡
部
國
博
、
明
石
陸
雄
、
佐
山
隆

夫
、
耒
見
義
昭
、
阿
部
隆
義
、
横
田
正

人
、
和
泉
隆
啓
、
岡
田
葊
士
、
猪
上
清

美
、
梯　

恒
夫
、
山
本　

進
、
市
原
恭

子
、
近
藤
智
子
、
東
野
宏
一
、
大
久
保

公
雄
、
川
村　

修
、
野
上
和
博
、
玉
水

好
夫
、
阿
部
三
郎
、
深
見
武
彦

【
団
体
】

西
川
田
地
区
自
主
防
災
会
、
西
麻
植
地

区
自
主
防
災
会
協
議
会
、
岡
山
北
６
地

区
自
主
防
災
会
、
上
浦
東
・
西
地
区
自

主
防
災
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ

ど
も
の
発
達
研
究
室
き
り
ん
、
吉
野
川

市
商
工
会
、
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
、
吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興

協
会
、
向
麻
山
を
良
く
す
る
会
、
阿
波

麻
植
森
林
組
合
、
吉
野
川
市
建
設
業
協

会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
元
気
や
ま

か
わ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
株
式
会
社
松
島

組
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
発
信
す

る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
吉
野
川
市

の
魅
力
を
収
め
た
写
真
を
出
品
し
て

い
た
だ
き
、
入
賞
し
た
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

［
特
選
］
阿
部
和
剛
、［
準
特
選
］
赤
尾

壽
一
、
高
見
豊
市
、
森
住
孝
義
、
山
下

美
津
子
、
山
田　

卓
、［
入
選
］
大
西　

賢
、
川
村
雅
昭
、
杉
野
和
子
、
住
友　

徳
、
谷　

嘉
明
、
谷
本
和
子
、
原
田　

宏
、
板
東
弘
美
、
藤
森　

勲
、
山
下
善

廣
　

吉
野
川
市
の
好
き
な
場
所
や
Ｐ
Ｒ
し

た
い
と
こ
ろ
な
ど
を
、
絵
や
ポ
ス
タ
ー

に
し
て
出
品
し
て
い
た
だ
き
、
入
賞
し

た
児
童
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
絵
画
・
小
学
生
低
学
年
の
部
】

［
特
選
］
佐
原
康
太
、［
準
特
選
］
上
藤

幸
歩
、
福
井
ま
ひ
ろ
、［
入
選
］
明
石

結
愛
、
田
村
梨
緒
、
原
田
真
帆

【
絵
画
・
小
学
生
高
学
年
の
部
】

［
特
選
］
前
田
雪
乃
、［
準
特
選
］
住
友

利
帆
、藤
川　

葵
、［
入
選
］
佐
藤
亨
祐
、

福
岡
怜
奈
、
根
来
香
凪

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

［
特
選
］
大
杉
亮
太
、［
準
特
選
］
村

田　

光
、
安
田
愛
梨
、［
入
選
］
今
川

柚
香
、
北
川
明
日
香
、
前
田
明
日
光

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

「
ぼ
く
の
ま
ち
わ
た
し
の
ま
ち
吉

野
川
市
」
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
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●問い合わせ　市農業委員会　☎22-2227

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
９
月
30
日
を
任
期
と
し
て
、

37
人
の
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会

で
は
、
会
長
や
会
長
職
務
代
理
者

が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
体
制
が
整

い
ま
し
た
。

　

新
農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。	

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
会
長
】

　
　
岸
　
上
　
　
　
勝

【
会
長
職
務
代
理
者
】

　
　

住　

友　

正　

男

【
公
選
】

▽
山
口　

博
史
（
鴨
島
町
牛
島
）

	

☎
24‒

７
６
７
１

▽
住
友　

正
男
（
鴨
島
町
敷
地
）

	

☎
24‒

５
０
９
０

▽
藤
井　

利
光
（
鴨
島
町
知
恵
島
）

	

☎
24‒

５
６
８
０

▽
高
野　

康
寬
（
鴨
島
町
森
藤
）

	

☎
24‒

４
１
８
６

▽
瀬
尾　

誠
悟
（
鴨
島
町
知
恵
島
）

	

☎
24‒

８
５
２
２

▽
藤
本　

敏
夫
（
鴨
島
町
牛
島
）

	

☎
24‒

４
９
９
２

▽
原
田　

正
昭
（
鴨
島
町
山
路
）

	
☎
24‒

５
２
７
２

▽
岸
田　

正
幸
（
鴨
島
町
喜
来
）

	

☎
24‒
０
８
６
０

▽
大
池　

聖
二
（
鴨
島
町
上
下
島
）

	

☎
24‒

０
０
３
６

▽
河
野　

敏
信
（
鴨
島
町
飯
尾
）

	

☎
24‒

５
７
４
２

▽
阿
部　

浩
明
（
鴨
島
町
牛
島
）

	

☎
24‒

３
４
４
９

▽
大
塚　

春
幸
（
鴨
島
町
中
島
）

	

☎
24‒

１
４
６
７

▽
江
本　

康
治
（
鴨
島
町
西
麻
植
）

	

☎
24‒

４
３
２
７

▽
川
村　

順
一
（
美
郷
字
田
平
）

	

☎
43‒

２
３
７
０

▽
津
田　

明
彦
（
川
島
町
山
田
）

	

☎
25‒

２
１
７
７

▽
芝
髙　

敏
雄
（
美
郷
字
山
王
）

	

☎
43‒

２
７
７
９

▽
伊
勢　

秀
男
（
川
島
町
桒
村
）

	

☎
25‒

３
２
９
２

▽
後
藤
田
達
夫
（
川
島
町
桒
村
）

	

☎
25‒

６
３
７
８

▽
近
藤　

清
（
美
郷
字
土
井
ノ
奥
）

	

☎
43‒

２
１
６
２

▽
山
下　

和
子
（
川
島
町
学
）

	

☎
25‒

２
９
９
５

▽
小
原　

光
功
（
川
島
町
児
島
）

	

☎
25‒

３
７
８
７

▽
岸
上　
　

勝
（
山
川
町
川
田
）

	

☎
42‒

３
５
１
８

▽
南
薗　

惠
志
（
山
川
町
村
雲
）

	

☎
42‒

３
３
０
６

▽
森
本　

美
仁
（
山
川
町
麦
原
）

	

☎
42‒

２
８
５
７

▽
杉
野　

利
行
（
山
川
町
前
川
）

	

☎
42‒

４
７
９
４

▽
原　
　

博
一
（
山
川
町
川
東
）

	

☎
42‒

３
６
３
２

▽
横
田　
一
正
（
山
川
町
町
）

	
☎
42‒

４
４
５
９

▽
大
谷　
　

巖
（
山
川
町
前
川
）

	

☎
42‒
３
２
０
７

▽
藤
原　

義
員
（
山
川
町
忌
部
）

	

☎
42‒

５
０
８
４

▽
真
椙　

広
也
（
山
川
町
奥
川
田
）

	

☎
42‒

４
４
２
０

【
選
任
】

●
議
会
推
薦

▽
野
上　

功
子
（
鴨
島
町
上
浦
）

	

☎
24‒

４
６
１
９

▽
大
久
保
光
江
（
川
島
町
三
ツ
島
）

	

☎
25‒

２
５
６
４

▽
久
保　

利
治
（
美
郷
字
重
野
尾
）

	

☎
43‒

２
７
３
５

▽
川
端　

武
夫
（
山
川
町
諏
訪
）

	

☎
42‒

４
７
７
８

●
土
地
改
良
区
推
薦

▽
三
木　
　

尚
（
川
島
町
桒
村
）

	

☎
25‒

４
４
１
１

●
麻
植
郡
農
協
推
薦

▽
石
﨑　

博
土
（
山
川
町
西
久
保
）

	

☎
42‒

４
６
７
１

●
農
業
共
済
推
薦

▽
鴻
野　

忠
司
（
鴨
島
町
西
麻
植
）

	

☎
26‒

０
２
０
７

新しい農業委員の皆さん

新
し
い
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
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○
９
月
15
日
、
少
年
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
で
、
青
少
年
育
成
事
業
「
ト

ク
イ
ク
の
森
２
０
１
４
～
こ
こ
か

ら
は
じ
ま
る
未
来
～
」
が
、
（
一

社
）
吉
野
川
青
年
会
議
所
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
徳
育
授
業
や
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
チ
ー
ム
で
取

り
組
む
中
で
、
協
力
す
る
こ
と
や

感
謝
の
気
持
ち
、
主
体
的
に
行
動

す
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
の
時
間
に
は
、
普
段
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
流
し
そ
う

め
ん
や
お
に
ぎ
り
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
普
段
と
異
な
る
環
境
の

中
で
、
社
会
生
活
に
お
い
て
重
要

な
「
自
立
・
友
愛
・
感
謝
」
の
心
を

体
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

○
９
月
26
日
、
第
３
回
里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
が
麻
名
尾
根
道
古
道
ク
ラ

ブ
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
久

保
田
公
民
分
館
を
出
発
し
、
久
保

田
山
、
掘
割
峠
、
草
人
窯
を
回
り

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
里

山
の
歴
史
を
巡
る
心
地
良
い
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

○
９
月
28
日
、
吉
野
川
市
国
際

交
流
協
会
設
立
10
周
年
記
念
事

業
「
世
界
を
楽
し
く
旅
す
る
講
座
」

～
見
て
・
聴
い
て
・
食
べ
て
、
世

界
を
体
験
！
～
の
第
２
回
北
ア
メ

リ
カ
編
が
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ラ
ス
カ
出

身
で
川
島
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導

助
手
）
の
ジ
ョ
ン
・
ホ
ギ
ン
ス
さ

ん
が
、ア
ラ
ス
カ
の
大
自
然
や
人
々

の
生
活
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

し
ま
し
た
。
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
遠

い
ア
ラ
ス
カ
の
大
地
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

【
Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）】

　

Ｓ
Ｆ
商
法
は
、
空
き
店
舗
な

ど
を
会
場
と
し
て
使
い
、
１
～

２
週
間
程
度
の
短
い
期
間
に
講

習
会
や
健
康
教
室
な
ど
と
称
し

て
人
を
集
め
ま
す
。
健
康
に
関

す
る
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
、

居
心
地
の
良
い
雰
囲
気
を
作
っ

た
り
日
用
品
や
食
品
な
ど
を
格

安
で
販
売
し
た
り
し
ま
す
。
そ

し
て
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な

い
状
況
で
、
最
終
的
に
は
言
葉

巧
み
に
高
額
な
商
品
を
契
約
さ

せ
る
の
が
目
的
の
商
法
で
す
。

　

会
場
に
通
い
始
め
る
と
、
そ

の
楽
し
い
雰
囲
気
に
夢
中
に

な
っ
た
り
店
員
と
親
し
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
会
場
に
通

い
詰
め
て
し
ま
い
、
気
づ
い
た

と
き
に
は
大
金
を
つ
ぎ
込
ん
で

い
た
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
無
料
」「
格
安
」
な
ど
の
誘

い
文
句
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、『
も
し
か
し
た

ら
』
と
思
っ
た
ら
相
談
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

消
費
者
ひ
ろ
ば

世界を楽しく旅する講座
第２回北アメリカ編

トクイクの森2014

○
第
６
回
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
（
麻

名
尾
根
道
古
道
ク
ラ
ブ
）
＝
吉
野

川
市
の
里
山
の
歴
史
や
峠
の
遺
跡

な
ど
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

と
き　

11
月
25
日
㈫

集
合
場
所　

吉
野
川
市
役
所

	

午
前
９
時
出
発

コ
ー
ス　

吉
野
川
市
役
所
～
送
電

線
～
尾
根
道
～
長
戸
庵
～
石
鎚
山

～
桶
山
地
～
滝
倉
橋
～
吉
野
川
市

役
所

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
等
）

持
参
物　

弁
当
、
雨
具
、
防
寒
具
、

水
筒
、
帽
子
、
地
図
、
嗜し

好こ
う

品
、

手
拭
い
な
ど

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈭

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

麻
名
尾
根
道
古
道
ク
ラ
ブ　

鎌
田

☎
０
９
０（
４
５
０
２
）４
５
０
０

○
吉
野
川
市
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会

創
立
10
周
年
＆
吉
野
川
市
市
制
10

周
年
記
念
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会（
吉

野
川
市
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会
）
＝

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念
に
併

せ
、
吉
野
川
市
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協

会
創
立
10
周
年
記
念
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
徳
島
県
内
の
み
な
ら
ず
、

近
隣
府
県
か
ら
も
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

チ
ー
ム
を
招
き
、
技
を
競
い
合
う

と
と
も
に
、
愛
好
者
同
士
の
親
睦

を
深
め
ま
す
。

と
き　

11
月
30
日
㈰
午
前
10
時

と
こ
ろ　

川
島
体
育
館
（
主
会
場
）

市
立
川
島
中
学
校
（
副
会
場
）

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会

	

☎
25-

２
３
９
２

○
吉
野
川
市
国
際
交
流
協
会
設
立

10
周
年
記
念
事
業
「
世
界
を
楽
し

く
旅
す
る
講
座
」～
見
て・聴
い
て・

食
べ
て
、
世
界
を
体
験
！
～
（
吉

野
川
市
国
際
交
流
協
会
）
＝
世
界

の
国
々
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
在
住
外
国
人
な
ど
を

講
師
に
講
演
会
や
講
座
、
写
真
パ

ネ
ル
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き　

12
月
７
日
㈰
午
後
１
時

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

実
施
内
容　

第
３
回
ア
フ
リ
カ
編

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
生
涯
学
習
課
内
）

	

☎
22-

２
２
７
１

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
し
た
！

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念 

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
⑦

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
す
！
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税務署からのお知らせ
〜平成26年分の年末調整説明会について〜

●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211

●年末調整関係用紙は、源泉徴収義務者の皆さんへ事前にお送りします
　　年末調整関係用紙（扶養控除等申告書など）は、源泉徴収義務者の皆さんへ直接郵送します。
●説明会のご案内のはがきは、お送りしません
　　説明会の日程は下記のとおりですが、お送りする年末調整関係用紙の封筒にチラシを同封して
　います。
●説明会会場にご来場の際は、お送りした年末調整関係用紙をお持ちください
　　説明会では、お送りした年末調整関係用紙を資料にして説明しますので、ご持参の上ご来場く
　ださい。

【年末調整説明会日程】
日　　　時 対象徴収義務者 場　　　所

11月26日（水）　　　
　午前10時～正午

　午後２時～４時

吉野川市鴨島町の個人事業者
吉野川市山川町の法人事業者

吉野川市山川町の個人事業者
吉野川市鴨島町の法人事業者

徳島県東部県税局
吉野川庁舎

（川島町宮島736番地1）

大会議室11月27日（木）　　　
　午前10時～正午

　午後２時～４時

吉野川市川島町の全事業者　

吉野川市美郷の全事業者　　

問
い
合
わ
せ

　

市
税
務
課　
　

☎
22-

２
２
１
５
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Saxophone

須川展也
Piano

小柳美奈子

2015 1/112015 1/11日

Ticket

一　　　般 ／ ¥2,000（当日 ¥2,500）
高校生以下 ／ ¥1,500（当日 ¥2,000）
親子ペア ／ ¥3,000（当日 ¥3,500）
※託児があります。定員になり次第締め切ります。
　当日の受付はいたしません。（完全予約制）
［お問い合わせ］吉野川市教育委員会  TEL（0883）22-2271

Nobuya Sugawa
Saxophone Recital

宮脇書店鴨島店・小山助学館・黒崎楽器・山本書店・鴨島公民館・文化研修センター
アメニティセンター・吉野川市生涯学習課

吉野川市民コンサート実行委員会・吉野川市教育委員会

吉野川市文化協会・吉野川市PTA連合会・吉野川市婦人団体連合会
吉野川市青年会議所・徳島県吹奏楽連盟・徳島新聞社・四国放送

吉野川市教育委員会  TEL（0883）22-2271　吉野川市鴨島公民館  TEL（0883）24-5111

チケット販売所

主　　　　催

後　　　　援

お問い合わせ

須川展也 サクソフォン・リサイタル

開演14:00［開場13:30］
吉野川市鴨島公民館3階
江川わくわくホール

Program
●カッチーニ（朝川朋之編）：アヴェ・マリア
●J.S.バッハ：G線上のアリア
●石川亮太：日本民謡による狂詩曲
●モリコーネ：ニュー・シネマ・パラダイス
●R.&R.シャーマン（石川亮太編）：
　メリーポピンズ・サキソ・マジック～チム・
チム・チェリー＆スーパーカリフラジリス
ティックエクスピアリドーシャス～  他

※曲目は変更になる場合がございます。

全 席 自 由

吉野川市民コンサート 

Ticket

一　　　般 ／ ¥2,000（当日 ¥2,500）
高校生以下 ／ ¥1,500（当日 ¥2,000）
親子ペア ／ ¥3,000（当日 ¥3,500）
※託児があります。定員になり次第締め切ります。
　当日の受付はいたしません。（完全予約制）
［お問い合わせ］吉野川市教育委員会  TEL（0883）22-2271

宮脇書店鴨島店・小山助学館・黒崎楽器・山本書店・鴨島公民館
文化研修センター・アメニティセンター・吉野川市生涯学習課

吉野川市民コンサート実行委員会・吉野川市教育委員会

吉野川市文化協会・吉野川市PTA連合会・吉野川市婦人団体連合会
吉野川市青年会議所・徳島県吹奏楽連盟・徳島新聞社・四国放送

吉野川市教育委員会  TEL（0883）22-2271
吉野川市鴨島公民館  TEL（0883）24-5111

チケット販売所

主　　　　催

後　　　　援

お問い合わせ
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●問い合わせ　徳島県林業戦略課　☎088-621-2447

　①契約の当事者（譲渡人および譲受人）の氏名、住所、電話番号、業種
　②契約に係る権利の種類および期間、契約締結予定日、権利移転等予定日
　③土地の所在、登記地目、登記面積、実測面積
　④利用の現況および所有権移転後の利用目的
添付書類
　①土地の所在を明らかにする図面
　②所有権などを有することを証する書類の写し

届出が必要な契約 森林の売買、贈与、交換、地上権設定、地役権設定、賃借権設定、使用貸借
の権利設定（相続は対象外です）

届 出 者 森林の土地所有者など土地に関する権利を有する方

対 象 地 域 知事が指定する「森林管理重点地域」内の森林の土地（大字単位）

森林管理重点地域 第３種地域：山川町大内、山川町大室、山川町皆瀬、山川町桑内、山川町中
　　　　　　ノ郷、山川町久宗、山川町日鷲谷、山川町馬見尾、山川町迎坂
　　　　　　（第３種地域は１ヘクタール以上の場合にのみ届出）
第２種地域：美郷、山川町榎谷、山川町奥野井、山川町楠根地、山川町西野
　　　　　　峯、山川町綿木麻山

届 出 期 日 契約を締結しようとする90日前まで
（ただし、第２種地域の場合で利用目的が林業に資する場合は30日前まで）

届 出 先 知事（最寄りの県民局林務担当部局に提出）

森林所有者の皆さんへ

事前届出制度

11月から売買などにより権利を移転する場合の

が始まりました。

事前届出制度の概要

事前届出の内容

手続きの流れ

市
町
村

県

売
り
主（
森
林
所
有
者
）

買
い
主

市
町
村

届出用紙は県庁、各県民局、県のホームページから入手できます

条例の概要は、県ホームページに掲載しています

※場合によって報
告徴収・立入調
査・勧告・公表

助言内容を伝達

国土利用計画法・
森林法に基づく
届出

届出をしない、または虚偽の届出をした場合は、５万円以下の過料が科されることがあります

通知 届出 契約

意見 助言 伝達

届出

② ① ⑥

③ ④ ⑤

⑦
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脱サラして農業を始めたいけど、
農地を借りるには、どうすればい
いんだろう？

それなら、
農地中間管理機構に
農地を貸してください。
お借りした農地は
機構が担い手に転貸

します！

農地を集約したいと
思っている関係者の
方が、そろって農地
中間管理機構に農地
を貸してください。機
構が担い手の使いや
すい形にまとめて転

貸します！

農地中間管理機構か
ら農地を借りること
ができますよ。まず
機構の借り手の募集
に応募してください！

農地中間管理機構か
ら農地を借りること
ができますよ。徳島
県の機構のホーム
ページにアクセスし、
まずは機構の借り手
の募集に応募してく

ださい！

当社も農業に参入しようと考えて
いますが、徳島県で農地が借りら
れないでしょうか……

農地中間管理機構は、こんな使い方ができます！

リタイアするので
農地を貸したいな！

と思ったら……

利用権を交換して
分散した農地を
まとめたいな！
と思ったら……

新規就農するので
農地を借りたいな！

と思ったら……

企業などが
農業参入したいので
農地を借りたいな！

と思ったら……

年をとって農業がつらくなってきた。
でも、農地の貸付けはいろいろめん
どうだろうなあ。だれにでも貸せるわ
けじゃないし……

借りた農地があちこちに分散して
いるから、作業も移動も大変なん
だよ……

だからといって、そのままにして
しまうと荒れ地になるしねえ……

私もそうなんですよ。なんとかま
とまった農地で効率よく作業でき
ないものかなぁ……

『人・農地プラン』は、人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」です。
　高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などで、５年後、10年後の展望が描けない集落・地域が増えています。
皆さんの集落・地域はいかがでしょうか？
　持続可能な力強い農業を実現するためには、基本となる人と農地の問題を一体的に解決していく必要があり
ます。このため、国は、地域農業のこれからをみんなで話し合って決める「人・農地プラン」の作成を平成
24年度から推進しており、徳島県では、すでに県内すべての市町村で「人・農地プラン」が作成されています。

『農地中間管理機構』は、信頼できる農地の中間的受け皿です。
　国は、平成24年度から開始した各市町村における「人・農地プラン」の作成プロセスなどにおいて、「信頼
できる農地の中間的受け皿があると、人・農地問題の解決を進めやすくなる」との意見を踏まえ、道府県に農
地中間管理機構を整備しました。本県においても、今年３月に徳島県農地中間管理機構を設置し、７月から農
地の借受・貸付各希望者の募集を開始しています。この機構制度をうまく活用して、人・農地の問題解決を進
めましょう。

活用してみませんか！農地中間管理機構
地域農業の人と農地の問題解決に向けて、行動をおこしましょう！

※農林水産省発行「ａｆｆ」８月号11ページより引用

●問い合わせ　市農業振興課　☎22-2228

〜農地中間管理機構がお手伝いします！〜
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○ペットボトル	 80ｔ	 ○アルミ缶	 34ｔ
○スチール缶	 48ｔ	 ○古紙類	 751ｔ
○金属くず	 160ｔ

●問い合わせ　市農業委員会　☎22-2227

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

　平成25年１月から平成25年12月までに締結された農地の賃貸借における賃貸料水準(10a当たり)は、
次のとおりとなっています。

１  田（水稲）の部
締結された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　考

鴨　島　町 10,800円 28,000円 5,000円 69
川　島　町 12,600円 76,400円 5,700円 40
山　川　町 12,400円 76,400円 5,000円 45
美　　　郷 ― ― ― 0 賃貸借なし

（参考）吉野川市平均 11,700円 154

２  畑（普通畑）の部 数字は前年平均

締結された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　考
鴨　島　町 16,500円 72,400円 5,000円 73
川　島　町 8,000円 10,800円 3,000円 4
山　川　町 10,000円 10,000円 10,000円 1
美　　　郷 ― ― ― 0 賃貸借なし

（参考）吉野川市平均 16,100円 78
数字は前年平均

＊１ データ数は、集計に用いた筆数です。
＊２ 賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、30kg当たり5,700円に換算しています。
＊３ 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。

◎平成21年12月に施行された農地法の改正に伴い、標準小作料制度が廃止されました。
　これに代わるものとしての賃借料情報（農地の貸借の実勢価格）を提供することになりました。
　賃貸借契約の目安としてご利用ください。

　雑がみをもやせるごみの袋に入れて焼却すると、処理費用が必要となります。しかし、リサイクル
すると「資源」となります。昨年度も、市民の皆さんのご協力により多くの資源ごみが回収され、市
の大切な財源として生まれ変わりました。今後とも、ごみをリサイクルし、「資源」にするための取り
組みにご協力をお願いします。

　ごみが増える夏休みの期間中、環境学習の一環として、市内の小学校４年生を対象に「夏休みの雑がみ
分別大作戦」を行い、雑がみの分別回収に取り組みました。

【雑がみの分別回収結果】　　市内小学校４年生（269人）：分別量　375㎏
　ごみを燃やすには、１㎏あたり42円の費用が必要となります。しかし、雑がみを資源として回収すると、
１㎏あたり11円で売れ、今回の取り組みにより19,875円の節約になりました。こうした取り組みは、ご
みを減らすだけではなく、資源の節約や地球温暖化の防止など地球環境にやさしい効果があります。

吉 野 川 市 農 地 賃 借 料 情 報

雑がみの分別にご協力をお願いします

◇◆◇◆◇ 夏休みの雑がみ分別大作戦を行いました ◇◆◇◆◇

売り払い

平成25年度の「資源ごみの収集量」と「売り払い金額」

➡ 21,604,732 円
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期
間　

平
成
27
年
３
月
16
日
ま
で

※
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
～
１
月

３
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く
か
、
徳

島
北
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	
☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

生
年
月
日
や
年
金
振
込
先
口

座
を
聞
き
出
す
な
ど
の
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
市
役
所
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
徳
島
県

社
会
保
険
労
務
士
会
ま
た
は
、

国
保
年
金
課
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に

つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
11
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
12
月
18
日
㈭
午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
、
印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る

も
の
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

広
報
よ
し
の
が
わ
10
月
号
に
掲

載
の
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
は

が
き
）
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
控

除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。郵
送
に
よ
り
、

１
週
間
程
度
で
直
近
の
納
付
額
を

反
映
さ
せ
た
控
除
証
明
書
が
再
交

付
さ
れ
ま
す
。お
急
ぎ
の
場
合
は
、

徳
島
北
年
金
事
務
所
で
も
再
交
付

で
き
ま
す
。

☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

（
「
０
５
０-

●
●
●
●-

●
●
●
●
」
、

「
０
７
０-

５
●
●
●-

●
●
●
●
」
、

「
０
７
０-

６
●
●
●-

●
●
●
●
」
で

始
ま
る
電
話
の
方
は
、

☎
０
３-

６
７
０
０-

１
１
４
４
）

受
付
時
間

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後

７
時

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後

５
時

　

公
共
ま
す
（
宅
地
と
公
道
と
の

官
民
境
界
付
近
に
設
置
）
は
市
が

管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
公
共
ま
す
の
ふ
た
が

破
損
し
た
場
合
や
、
破
損
し
た
ふ

た
を
発
見
し
た
時
は
、
無
償
で
交

換
を
行
い
ま
す
の
で
速
や
か
に
下

水
道
課
（
東
館
１
階
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

市
職
員
が
公
共
ま
す
の
点
検
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭

の
敷
地
内
で
の
作
業
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課	

☎
22-

２
２
５
８

今
月
の
税

固
定
資
産
税

国
民
健
康
保
険
税

納
期
限

第
３
期

第
５
期

12
月
１
日
㈪

平成26年10月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,569 （−33）

男 20,581 （  −7）

女 22,988 （−26）

世帯数 17,970 （   23）

※65歳以上人口
計 14,028人  男 5,944人  女 8,084人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
11月18日㈫ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室
11月25日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
12月 4 日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
12月 4 日㈭ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室
12月 4 日㈭ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
12月 4 日㈭ 13:30～16:00 美郷支所会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
12月 1 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１
12月 2 日㈫ 13:30～16:00 川島公民館会議室
12月11日㈭   9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
11月21日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
12月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
※
累
計
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

8
月 0件

累
計10件

救急出動

8
月

158
件

累
計

1,238
件

控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

国
民
年
金
だ
よ
り

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）

日
は「
年
金
の
日
」

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」の

再
交
付
を
う
け
る
に
は
？

公
共
ま
す
の
ふ
た
の

交
換
は
下
水
道
課
へ

市章・「公共ます」
文字入り（市章以
外の図柄の場合も
あります。判断に
迷うときは下水道
課までご連絡くだ
さい。）

不
審
な
電
話
に
注
意
！
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●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

阿波しじらスリッパ

経済産業省指定の伝統的
工芸品「阿波しじら」を
使用したスリッパ。肌触
りが良く軽いのが特徴。
山川町で企画・製作・販
売される徳島限定品。

（有）佐藤化学

梅エキス

吉野川市の梅の果汁を凝
縮したもの。

天野農園

美郷ノブドウ茶

美郷の山野の自然環境で
生育された無農薬・無添
加のノブドウ茶。水約2
リットルにノブドウ茶10
グラムを入れ、40分くら
い煎じて茶こしでこして
お飲みください。

猪井喜一

円生でこぽん園の
塩飴

鴨島町敷地の円生でこぽ
ん園内で育てた不知火の
搾汁と塩を使用して作っ
た塩飴。

円生でこぽん園

ゆず酢

農薬を使わず栽培したゆ
ずを一つずつ手搾りし、
澱が溜まらないよう手搾
り後に砂ごしをしてい
る。保存料不使用。

西農園

手造りポン酢
すだちの郷

吉野川市の自宅農場で栽
培したすだちを使用し、
ポン酢仕立てで焼き魚、
焼き肉、漬け物、酢の物
などに愛用できる。

あぐり工房美郷

衣笠山

霊峰高越山の別名。昭和
の初めから今まで変更な
く伝統の味を守り続けて
いる饅頭。

和菓子処西川

乾椎茸

ナラやクヌギの原木を使
用して栽培した椎茸を乾
燥。風味と食感にこだ
わった商品。

尾﨑暢威

今回掲載の事業者

事　  業　  者 住　　所 連絡先

和 菓 子 処 西 川 山川町前川62-6 ☎42-2126

あ ぐ り 工 房 美 郷 美郷字古土地197 ☎43-2644

尾 﨑 暢 威 美郷字中谷189 ☎43-2862

天 野 農 園 美郷字宗田419 ☎43-2156

（有）佐　藤　化　学 山川町三島319-1 ☎42-2018

西 農 園 美郷字宗田370 ☎43-2225

猪 井 喜 一 美郷字湯下61-1 ☎43-2165

円 生 で こ ぽ ん 園 鴨島町敷地364-9 ☎090-7142-1644

吉野川市
ブランド認証商品
吉野川市ならではの魅力
ある特産品の中で、評価
基準を満たした商品を

「吉野川市ブランド」と
して認証しています。
お知り合いの方への贈り物やお客様へのおもて
なしなどに、ぜひご利用ください。（※順不同）

ヨッピー・
ピッピーも
おすすめ !!

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
が　

ピ
カ
ピ
カ
し
て
た
ら　

次
を
待
つ	

清
水　

太
一
（
上
浦
小
学
校
２
年
）
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９
月
20
日
、ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
金
婚（
婚
姻
後
50
年
）、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
婚
姻
後
60
年
）

を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
60
組
が
出

席
さ
れ
、市
長
か
ら
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
、公
益
社
団
法
人
徳

島
県
建
築
士
会
川
島
地
域
会
と
災

害
時
に
お
け
る
避
難
施
設
の
被
災

建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
の
協
力

に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、震
度
５
強
以
上

の
地
震
発
生
時
に
、市
内
に
居
住

す
る
応
急
危
険
度
判
定
士
資
格
を

持
つ
徳
島
県
建
築
士
会
川
島
地
域

会
会
員
の
協
力
の
も
と
、避
難
施

設
の
応
急
危
険
度
判
定
を
早
期
に

行
う
こ
と
で
、余
震
な
ど
の
二
次

災
害
に
よ
る
人
的
被
害
の
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

 　

出
席
者
を
代
表
し
て
、ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
の
藏
本
賢
一
さ
ん
・
チ

ヨ
コ
さ
ん
ご
夫
妻
は「
今
日
、吉
野

川
市
民
と
し
て
愛
さ
れ
、い
た
わ

れ
な
が
ら
、日
々
の
生
活
を
元
気

に
楽
し
く
送
る
こ
と
が
で
き
る
私

た
ち
は
本
当
に
幸
せ
者
で
す
。本

日
の
こ
の
感
激
は
終
生
忘
れ
る
こ

と
な
く
、今
後
な
お
健
康
で
明
る

く
楽
し
い
人
生
を
送
っ
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。」と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
後
に
は
、エ
ト
ワ
ー

ル
山
川
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
戸
村

恵
里
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の

演
奏
が
行
わ
れ
、楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
吉
野
川
・
阿
波
両

市
お
よ
び
上
板
町
の
電
気
工
事
業

者
（
84
店
）
が
加
盟
す
る
「
鴨
島

電
気
工
事
協
同
組
合
」
が
、
鴨
島

第
一
中
学
校
、
鴨
島
東
中
学
校
、
川

島
小
学
校
を
含
む
計
８
校
の
周
辺

で
、
通
学
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
外

灯
の
清
掃
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
36
人
が
通
学
路
の
外
灯

２
７
１
基
を
点
検
し
、
子
ど
も
た

ち
や
地
域
住
民
の
防
犯
に
役
立
て

　

９
月
26
日
、
鴨
島
第
一
中
学
校

で
、
９
月
14
日
か
ら
20
日
に
実
施

さ
れ
た
訪
韓
研
修
の
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
し
た

鴨
島
第
一
、
鴨
島
東
、
県
立
川
島

の
各
中
学
校
の
生
徒
一
人
一
人
が
、

自
分
た
ち
で
決
め
た
テ
ー
マ
ご
と

に
、
訪
問
先
の
中
学
生
や
大
学
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
研
修
中
に
経

験
し
た
こ
と
な
ど
を
文
章
に
ま
と

め
、
撮
影
し
た
写
真
な
ど
と
一
緒
に

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

れ
ば
と
、
カ
バ
ー
の
汚
れ
を
拭
い
た

り
、
正
常
に
点
灯
す
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
８
月
の
「
電
気
使

用
安
全
月
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て 

２
０
０
７
年
か
ら
継
続
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
は
節
電
や
災
害

時
の
電
気
の
安
全
対
策
を
呼
び
か

け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
う
ち
わ
も

配
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
、
川
島
こ
ど
も
園

に
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
か
ら
普
及

コ
ー
チ
が
来
園
し
、
川
島
体
育
館

で
巡
回
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
島
こ
ど
も
幼
稚
園
な
ど
の
児

童
を
対
象
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ

て
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や

豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
鬼
ご
っ
こ
や
手
や
足
を

使
っ
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
チ
指
導
の
も
と
、
児
童
た

ち
は
時
に
は
真
剣
に
時
に
は
笑
顔

で
、
体
育
館
を
所
狭
し
と
走
り
ま

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

貴重な経験となりました！

この中から将来のサッカー選手が!?

いち早く、避難施設の安全を確認！

お礼の言葉を述べる藏本賢一さん、
チヨコさんご夫妻

清掃・点検を行う組合員

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

巡
回
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

訪
韓
研
修
報
告
会

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
っ
す
ぐ
に　

な
ら
ん
で
安
全　

登
下
校	

高
橋　

美
来
（
牛
島
小
学
校
４
年
）
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９
月
22
日
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
「
快
適
ド
ラ
イ
ブ
Ｒ

１
９
２
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
川
島

検
問
所
前
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
市
交
通
安

全
協
会
会
員
を
は
じ
め
、
市
交
通

安
全
母
の
会
、
市
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
協
議
会
、
交
通
安

全
関
係
団
体
、
市
職
員
な
ど
約
80

人
が
吉
野
川
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
と
と

も
に
通
行
車
両
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

お
よ
び
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
、

安
全
走
行
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
早
朝
に
は
市
内
主
要

交
差
点
で
交
通
安
全
関
係
団
体
な

ど
が
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
吉
野

川
」
の
立
哨
活
動
を
実
施
す
る
と

と
も
に
「
ト
ッ
プ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

実
施
し
、
関
係
団
体
の
長
が
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
で
市
内
を
巡
視
し
、
通

勤
途
中
な
ど
の
道
行
く
人
た
ち
へ

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
か
ら
24
日
、
韓
国
の

仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）
で
開
催
さ
れ

た
、
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
の
陸
上

競
技
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
、
日
本

代
表
と
し
て
阿
利
美
咲
さ
ん
（
鴨

島
町
喜
来
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

出
発
前
の
10
月
９
日
に
は
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
「
日
本
代
表
と
し

て
メ
ダ
ル
を
取
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
ア
ジ

ア
の
強
豪
選
手
を
相
手
に
、
初
出

場
な
が
ら
見
事
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
に

出
場

秋
の
交
通
安
全
運
動「
快

適
ド
ラ
イ
ブ
Ｒ
１
９
２
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ヨッピーとピッピーも無事故を
呼びかけました　　　　　　　

表敬訪問に訪れた阿利さん

●問い合わせ　市防災対策課　☎22-2235

※Jアラートとは、国からの地震、津波や武力攻撃などの緊急情報を人工衛星などを利用し、住民へ瞬
時にお伝えするシステムです。

防災行政無線などを用いた
全国一斉情報伝達訓練に参加します
　「全国瞬時警報システム(Ｊアラート)(※)の全国一斉情報伝達訓練」が行
われます。この訓練では、吉野川市においても防災行政無線などを用いて
以下の情報が伝達されますので、ご理解のほどよろしくお願いします。

（１）訓練参加日時　　11月28日(金)　午前11時ごろ
（２）訓練放送の内容

情報伝達手段 内　　　容

①　防災行政無線での放送

　市内に設置してある屋外スピーカーから、一斉に次
のように放送が行われます。
　【放送内容】
　上りチャイム音
　「これは、テストです」×３回
　「こちらは、ぼうさい吉野川市です」
　下りチャイム音

②　吉野川市防災メールの
　　配信

　吉野川市防災メールに登録されている方には、国民
保護関係情報伝達訓練の旨の防災メールの配信が行わ
れます。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
忘
れ
る
な　

命
を
守
る　

ヘ
ル
メ
ッ
ト	

桒
原　

隆
希
（
森
山
小
学
校
６
年
）
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児
童
虐
待
の
種
類
は
、
次
の
よ
う
な

４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
熱
湯
を

か
け
る
な
ど
生
命
・
健
康
に
危
険
の
あ

る
行
為
。

②
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に

す
る
な
ど
の
行
為
。

③
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
拒
否
・
保
護

の
怠
慢
）

適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
、
極
端
に
不

潔
な
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
る
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど
の
行
為
。

④
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間
の

差
別
的
扱
い
、子
ど
も
の
前
で
Ｄ
Ｖ（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を

行
う
な
ど
の
行
為
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
成

長
と
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
連

絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。
通
告
し

た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
秘
密

は
法
律
に
よ
り
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

	

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

問
い
合
わ
せ

中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
２
２
０
５

市
子
ど
も
相
談
室	

☎
22-

２
２
６
７

　

12
月
４
日
㈭
か
ら
10
日
㈬
ま
で
は
人

権
週
間
で
す
。

　

人
権
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
生

き
て
い
く
権
利
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

お
互
い
の
人
権
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
は
、
人
権
擁

護
委
員
や
法
務
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
日
程

と
き　

12
月
４
日
㈭

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ

①
西
麻
植
会
館
２
階
会
議
室

②
吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
人
権
擁
護

委
員
会
室

③
山
川
公
民
館
研
修
室
（
和
室
）

④
美
郷
支
所
会
議
室

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

　

徳
島
県
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
の
た
め
に
、
月
３
回
の
鳥
小
屋

の
清
掃
・
消
毒
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
下
一
斉
の
取
り
組
み

と
し
て
、
愛
玩
鳥
（
鶏
、
チ
ャ
ボ
、
烏

骨
鶏
な
ど
）
を
飼
養
し
て
い
る
方
に
、

無
償
で
消
毒
薬
を
配
布
し
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

熱
や
消
毒
薬
に
弱
く
、
鳥
小
屋
の
消
毒

は
、発
生
の
予
防
に
大
変
効
果
的
で
す
。

消
毒
薬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
振

興
課（
東
館
１
階
）ま
た
は
各
支
所（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
配
布
時
期
は
11
月
下
旬

か
ら
12
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
飼
育
す
る
鳥
が
直
ち
に
危
険

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界

的
に
も
鶏
卵
・
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る

こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、鳥
や
動
物
に
触
っ
た
後
は
衛
生
上
、

手
を
洗
う
こ
と
、
フ
ン
な
ど
は
速
や
か

に
処
理
し
、
清
潔
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

お
知
ら
せ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
！

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
ゼ
ロ
を

人
権
週
間

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
小
さ
い
手　

あ
げ
て
い
る
か
ら　

守
っ
て
ね	

森
本　

麗
菜
（
鴨
島
小
学
校
１
年
）
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募

　集

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
が
、「
障

が
い
者
ま
た
は
特
別
障
が
い
者
に
準
ず

る
者
」
と
し
て
認
定
を
受
け
る
と
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
で
「
障
が
い
者
控

除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
65
歳
以

上
の
方
（
す
で
に
身
体
障
が
い
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き

ま
す
）

①
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者※
申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12
月
31
日

（
基
準
日
）
に
有
効
の
主
治
医
意
見
書

な
ど
で
の
判
定
に
な
り
ま
す
。

②
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
で
は
な
い
が
、
前
記
①
に
準
ず
る
方

※
申
請
後
、
調
査
に
伺
い
ま
す
。

●
申
請
期
限

①
の
方　

随
時

②
の
方　

12
月
12
日
㈮

●
提
出
場
所

　

福
祉
総
務
課
（
本
館
２
階
）
ま
た
は

各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

※
申
請
者
全
員
が
認
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
障
が
い
者
控
除
の
適
用
に
は
、
確
定

申
告
（
川
島
税
務
署
な
ど
）、
所
得
申

告
相
談
（
市
役
所
な
ど
）、
ま
た
は
年

末
調
整
時
に
認
定
書
を
提
示
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得
や
ほ
か
の

控
除
に
よ
り
、
税
額
に
影
響
が
出
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◇
申
請
と
認
定
に
つ
い
て

市
福
祉
総
務
課　

障
が
い
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
３

◇
障
が
い
者
控
除
に
つ
い
て

市
税
務
課　

課
税
係

	
☎
22-

２
２
１
５

　

防
災
メ
ー
ル
に
登
録
す
る
こ
と
で
台

風
や
地
震
な
ど
に
よ
り
、
本
市
に
災
害

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
災
害

の
状
況
な
ど
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
加
え
て
、
行
方
不
明
者
が
出
た

時
の
情
報
提
供
も
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル

受
信
に
か
か
る
通
信
料
な
ど
は
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
登
録
し
た
い
場
合
は
次
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
（
文
字
を
何
も

入
れ
て
い
な
い
メ
ー
ル
）
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kiku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

　

登
録
完
了
後
、
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。完
了
の
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
方
は
、

m
ail@

city.yoshinogaw
a.lg.jp

か

ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
、

携
帯
電
話
な
ど
の
設
定
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
が
つ
い

て
い
る
携
帯
電
話
を
お
使
い
の
方
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く

と
便
利
で
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課	
☎
22-

２
２
３
５

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

募
集
対
象　

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び
子

育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

内
容　

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
師　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講

師　

糸
木　

真
理
子
さ
ん

と
き　

12
月
３
日
㈬

	

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
こ
ど
も
園
３
階
会
議
室

申
し
込
み　

11
月
21
日
㈮
か
ら
受
付
開

始
（
先
着
15
人
）

※
当
日
、
お
子
さ
ん
の
預
か
り
を
希
望

さ
れ
る
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
25-

６
６
１
６

障
が
い
者
控
除
対
象
者
の認定

制
度

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
交
流
会
参
加
者
募
集

（
参
加
費
無
料
）

吉
野
川
市
防
災
メ
ー
ル
に
つ
い
て

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

登録完了メール

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
の
あ
せ
り　

み
な
お
す
よ
ゆ
う
が　

事
故
ふ
せ
ぐ	

多
田　

晃
明
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
４
年
）
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「
パ
ワ
ー
デ
イ
」参
加
者
募
集

【
水
中
運
動
コ
ー
ス
】
温
水
プ
ー
ル
で

歩
行
を
中
心
と
し
た
水
中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
】

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
用
し
た
運
動

対
象
者　

吉
野
川
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
で
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

利
用
期
間　

１
月
～
３
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２

	

　

☎
26-

３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
ま
で
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
は
、
介
護
保
険
課
（
本
館
２

階
）、
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）、

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
21
に
あ

り
ま
す
。

申
請
締
切　

12
月
12
日
㈮

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
事
業
所
が
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

	

☎
22-

２
２
６
５

　
「
広
報
よ
し
の
が
わ
」
を
よ
り
良
い
広

報
紙
に
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
く
『
広
報

モ
ニ
タ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。

　

分
か
り
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広
報
、

内
容
が
一
層
充
実
し
た
広
報
に
す
る
た

め
に
、 

あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格　

市
内
に
住
む
18
歳
以
上
の

方募
集
人
数　

10
人
程
度

活
動
内
容　

月
に
一
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で『
広
報
よ
し
の
が
わ
』に
つ
い
て
、

意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間　

平
成
27
年
１
月
１
日

～
平
成
27
年
３
月
31
日
（
３
カ
月
間
）

申
込
方
法　

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
企
画

財
政
課
『
広
報
モ
ニ
タ
ー
係
』
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

11
月
28
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
企
画
財
政
課
「
広
報
モ
ニ

タ
ー
係
」	

☎
22-

２
２
２
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

　

文
化
庁
の
「
文
化
的
景
観
」
重
要
地

域
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
高
開
地
区
に

お
い
て
、
第
17
回
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

光
の
演
出
に
よ
っ
て
美
郷
の
冬
空
に

浮
か
び
上
が
る
、
優
美
で
幻
想
的
な
石

積
み
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

	

午
後
５
時
～
９
時

と
こ
ろ　

美
郷
字
大
神

 

※
会
場
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
は
美
郷
ほ
た
る
館
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
美
郷
ほ
た

る
館
か
ら
会
場
ま
で
は
送
迎
車（
無
料
）

が
運
行
し
て
い
ま
す
。〈
送
迎
車
運
行

時
間
＝
午
後
５
時
～
午
後
８
時
30
分
美

郷
ほ
た
る
館
出
発
〉

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館	

☎
43-

２
８
８
８

広報よしのがわ
10月号の訂正

19ページの介護予防講演会「歯科疾患と生活習慣病の関係性について」の本文中『日本糖尿病学会
の会員』について、正しくは『日本糖尿病協会の会員』です。お詫びして訂正します。

新
年
か
ら

さ
あ
、は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

第
17
回
高
開
石
積
みライ

ト
ア
ッ
プ

催

　し

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集
！

広
報
紙
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い

高開石積みライトアップの様子

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
お
い
か
け
た　

ボ
ー
ル
の
さ
き
に　

事
故
が
待
つ	
石
原　

康
太
郎
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）
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▼
作
品
展
示
の
部

藍
染
め
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
、

山
川
水
墨
画
教
室
、
草
月
流
生
け
花
教

室
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
、
山
歩
き
を
楽
し

む
会
、
山
川
絵
画
ク
ラ
ブ
、
山
川
水
彩

画
教
室
、
岡
田
和
行
（
木
彫
り
彫
刻
）、

押
し
花
グ
ル
ー
プ
花
か
ご
、
高
越
読
書

会
、
山
川
ピ
ン
ボ
ケ
ク
ラ
ブ
、
山
川
短

歌
勉
強
会
、
新
日
本
婦
人
の
会
吉
野
川

支
部

展
示
期
間　

12
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

▼
芸
能
発
表
の
部

な
で
し
こ
会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
コ
ス
モ
ス

会
、
高
越
連
、
春
陽
会
、
山
川
ダ
ン
ス

教
室
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
山
水
会
芸
能
部
、

楽
遊
会
、貫
心
流
吟
道
吉
野
川
愛
好
会
、

浅
野
民
謡
会
山
川
教
室
、
太
極
拳
初
級

（
十
八
式･

二
十
四
式
）、
太
極
拳
山
川

教
室
（
三
十
二
式
）、
山
川
童
謡
を
歌

う
会
、
エ
ト
ワ
ー
ル
山
川
、
大
正
琴
山

川
ク
ラ
ブ

芸
能
発
表　

12
月
13
日
㈯

	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ

	
山
川
公
民
館
、
山
瀬
地
区
公
民
館

問
い
合
わ
せ

山
川
公
民
館	

☎
42-

５
５
８
２

山
瀬
地
区
公
民
館	

☎
42-

２
１
３
９

と
き　

11
月
30
日
㈰
、
12
月
21
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相

談
室

内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
相
談

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　

徴
収
係	

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

山
川
町
公
民
館
祭
開
催

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

認知症は誰もがなりうる身近な病気です。
認知症サポーターになりませんか？

　厚生労働省の推計結果によると、65歳以上の『４人に１人』が認知症もしくはその疑いがある
と推計されています。吉野川市では、およそ3,800人が該当すると推計されます。

　認知症に関する正しい知識と理解をもち、地域や
職場で認知症の人や家族を温かく見守り支える応援
者である『認知症サポーター』となっていただくた
め、市では出張講座を行っています。

吉野川市では、
1,200人の認知症サポーターさんがいます!!

　認知症サポーター養成講座の出前講座について（無料）
■講義内容：① 認知症とは　　② 認知症の症状　　③ 認知症の予防　
　　　　　　④ 認知症の方への接し方　　⑤ 認知症サポーターとは
■申し込み：市介護保険課（地域包括支援センター本館２階）へお申し込みください。
　　申し込みの際に、団体名、代表者氏名、代表者電話番号、実施場所（吉野川市内のみ）、
　　希望日時、参加予定人数をお伝えください。

昨年の公民館祭

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
よ
く
み
て
ね　

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
い
よ　

ぼ
く
た
ち
を	

三
谷　

優
心
（
知
恵
島
小
学
校
１
年
）
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と
き　

11
月
23
日
㈰
㈷
午
前
10
時

出
発
（
上
桜
公
園
駐
車
場
で
、
午
前

９
時
15
分
～
45
分
ま
で
受
け
付
け
）

と
こ
ろ　

川
島
町
上
桜
公
園
周
辺

参
加
費　

５
０
０
円
（
ポ
ー
ル
を

レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
は
、
レ
ン
タ

ル
料
２
０
０
円
が
別
途
必
要
）

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
連
盟
徳
島
県
支
部
準
備
室

	

☎
０
８
８
（
６
６
９
）
６
２
２
３

と
き　

11
月
30
日
㈰

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

徳
島
県
歯
科
医
師
会
「
自

分
の
歯
で
食
べ
る
喜
び
を
あ
な
た

に
」、
大
塚
製
薬
「
電
解
質
っ
て

な
ー
に
」、
防
災
頭
巾
の
手
軽
な

作
り
方
、
健
康
相
談
、
健
康
体
操
、

ダ
ン
ス
発
表
、
歌
謡
バ
ン
ド
演
奏

「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
恋
の
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
!!
」　

な
ど

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
く
し
ま

実
行
委
員
会

	

☎
０
８
８
（
６
６
９
）
６
２
２
３

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

12
月
８
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

平
成
27
年
１
月
14
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

と
き　

11
月
22
日
㈯
午
後
２
時

対
戦
相
手　

サ
ガ
ン
鳥
栖

と
き　

12
月
６
日
㈯

	

午
後
３
時
30
分

対
戦
相
手　

ガ
ン
バ
大
阪

会
場　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

初
冬
の
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

石
川
じ
ゅ
ん
や
（
歌
と

キ
ー
ボ
ー
ド
）、
ど
ろ
す
ず
（
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
）

と
き　

11
月
23
日
㈰
㈷
午
後
１
時

～
３
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

12
月
１
日
㈪

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

	

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

　

徳
島
現
代
ク
ラ
フ
ト
協
会
第
13

回
創
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日
㈰
㈷
、
24
日
㈪	

	

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

	

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

鴨
島
駅
前
通
り

	

本
郷
ビ
ル
１
階

内
容　

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、藍
染
、

ち
ぎ
り
絵
、
木
彫
な
ど
の
作
品
の

展
示

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

徳
島
現
代
ク
ラ
フ
ト
協
会　

坂
東

	

☎
０
８
８
（
６
６
８
）
２
０
０
１

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

　

徳
島
県
の
最
低
賃
金
は
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
６
７
９
円
（
前
回

額
か
ら
13
円
引
き
上
げ
）
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
都
道
府
県
ご
と

に
違
い
ま
す
。
雇
用
す
る
、
ま
た

は
、
雇
用
さ
れ
る
際
は
、
最
低
賃

金
額
以
上
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

	

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
６
５

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

12
月
１
日
㈪

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

第
１
７
１
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

確
認
し
ま
し
ょ
う
最
低
賃
金

巡
回
職
業
相
談

徳
島
現
代
ク
ラ
フ
ト
協
会

第
13
回
創
展

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
２
０
１
４

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

防火ポスター　最優秀作品
森山小学校　４年
笠井　萌々香

防火ポスター　優秀作品
上浦小学校　４年

中谷　楓

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

か
ぶ
っ
て
へ
ん
し
ん　

石
あ
た
マ
ン
！	

小
橋　

来
輝
（
川
島
小
学
校
５
年
）
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
寝たばこは、絶対やめる。

（
月
曜
日
～
金
曜
日
／
午
前
９
時

30
分
～
午
後
６
時
15
分
）

24
時
間
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付

http://w
w
w
.tokum

ei24.jp/

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
宝
く
じ
文
化
公
演
・
桂
文
枝

	

独
演
会

	

前
売
券
発
売
中
‼

と
き　

平
成
27
年
１
月
17
日
㈯

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日
券

５
０
０
円
増
）

※
宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別
料
金

○
吉
野
川
市
小
学
校
音
楽
発
表
会

と
き　

11
月
28
日
㈮

　
　
　

開
演　

午
後
１
時
15
分

入
場
料　

無
料

○
徳
島
邦
楽
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
第
１

章　

地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

鴨
島
鳳
翔
太
鼓

	

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ

～
チ
ー
ム
の
枠
を
超
え
て
〝
躍
動
〟

	

音
楽
が
人
を
つ
な
ぐ
～

と
き　

12
月
７
日
㈰

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

入
場
料　

無
料

○
第
２
回
麻
の
音
ま
つ
り

～
み
ん
な
で
わ
っ
し
ょ
い
～

と
き　

12
月
21
日
㈰

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

出
演
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
鼓
の
楽

校
、
コ
ー
ル
・
エ
・
コ
ー
ル
、
竹

繁
文
章
（
津
軽
三
味
線
）、
吉
野
川

市
婦
人
会
連
合
会

入
場
料　

無
料

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会

	

「
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
」

と
き　

11
月
22
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
楽
し
い
介
護
～
私
の
介
護
体
験
・

共
倒
れ
し
な
い
た
め
に
～

と
き　

12
月
３
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
男
性
料
理
教
室
～
季
節
の
素
材

を
活
か
し
た
献
立
～

と
き　

12
月
５
日
㈮

	

午
前
10
時
～
正
午

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識

～
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
～

と
き　

12
月
10
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
や
さ
し
い
経
済
～
こ
れ
か
ら
の

株
価
・
日
本
経
済
の
見
通
し
～

と
き　

12
月
12
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

～
税
制
改
正
・
相
続
税
～

と
き　

12
月
15
日
㈪

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
食
と
農
の
知
っ
得
～
食
料
自
給

率
と
日
本
型
食
生
活
に
つ
い
て
～

と
き　

12
月
18
日
㈭

	

午
前
10
時
～
11
時

○
元
気
づ
く
り
体
操
～
折
り
紙
～

と
き　

12
月
18
日
㈭

	

午
後
２
時
～
３
時
15
分

★
募
集

子
ど
も
文
化
祭
出
演
者
大
募
集

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

高
齢
者
交
通
安
全
県
民
運
動 

実
施
期
間

11
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

運
動
の
目
的

　

急
激
な
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
増
加
傾
向
に
あ
る
高
齢
者
の

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
交
通
社
会
参
加
者
の
高
齢

者
保
護
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
自
身
は

★
歩
行
中
、
正
し
い
通
行
（
歩
道

通
行
・
路
側
帯
通
行
）
を
励
行
し
、

道
路
を
横
断
す
る
際
は
左
右
の
安

全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

★
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る

際
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
な

ど
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
（
運
転
ド
ラ
イ
バ
ー
）
は

★
自
動
車
を
運
転
中
に
、
高
齢
の

自
転
車
利
用
者
、
電
動
車
い
す
利

用
者
お
よ
び
歩
行
者
を
見
か
け
た

ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。

★
高
齢
の
運
転
者
は
、
運
転
適
正

診
断
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
、
身

体
機
能
の
変
化
を
自
覚
し
た
ゆ
と

り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
70
歳
以
上
の
運
転
者

は
高
齢
者
標
識
の
表
示
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

★
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」
を
励
行

し
、
日
没
約
30
分
前
に
前
照
灯
を

点
灯
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

11
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

気
づ
く
の
は
あ
な
た
と
地
域
の
心

の
目
！

　

全
国
で
は
、
児
童
虐
待
に
よ
っ

て
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な

ど
、
重
大
な
事
件
が
後
を
絶
た
な

い
状
況
に
あ
り
、
児
童
虐
待
問
題

は
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ

き
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
救
え
る
の
は
、
周
り
の
大
人
だ

け
で
す
。
地
域
の
子
ど
も
の
様
子

に
関
心
を
持
ち
、「
も
し
か
し
て

虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
児
童
相

談
所
や
警
察
な
ど
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
間
違
っ
て
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

匿
名
通
報
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
９
２
４
）
８
３
９

防火ポスター　優秀作品
鴨島小学校　４年

川又　渚咲

防火ポスター　優秀作品
西麻植小学校　４年

前田　雪乃

防火ポスター　優秀作品
西麻植小学校　４年

幸田　柊平

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
し
ん
ご
う
き　

青
で
も
見
て
ね　

右
左	

栗
坂　

亨
（
学
島
小
学
校
４
年
）
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）

擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た「
理
容
店
」、「
美
容
店
」、「
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
」、「
め
ん
類
飲
食
店
」、

「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店
頭
に
Ｓ

マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛

生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店

で
す
。

問
い
合
わ
せ

財
団
法
人　

徳
島
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
４
０
０

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
18
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

〇
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
、
美
し

い
音
楽
に
包
ま
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？　

大
切
な
方
と
、お
友
達
と
、

お
一
人
で
も
♥
一
足
先
に
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
皆
さ
ん
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

と
き　

12
月
13
日
㈯

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー　

	

多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
者

	

バ
リ
ト
ン　

熊
谷　

公
博

	

ピ
ア
ノ　
　

釘
宮　

貴
子

入
場
料　

無
料（
整
理
券
が
必
要
）

プ
ロ
グ
ラ
ム　

初
恋
、
出
船
、
シ

ク
ラ
メ
ン
の
か
お
り
、
華
麗
な
る

大
円
舞
曲
、
ア
ナ
と
雪
の
女
王
、

Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｍ
ａ
ｓ
ソ
ン
グ
他

※
整
理
券
は
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

〇
一
日
体
験
「
あ
っ
た
か
手
編
み

体
験
講
座
」

講
師　

森　

悦
子
さ
ん

と
き　

12
月
６
日
㈯

	

午
前
の
部　

午
前
10
時
か
ら

	

午
後
の
部　

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー　

	

研
修
室
５

材
料
費

	

１
６
０
０
円
～
３
６
０
０
円

参
加
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上

定
員　

20
人

準
備
物　

棒
針
（
６
・
７
・
８
・
12

号
）、
と
じ
針
、
は
さ
み
な
ど

※
材
料
費
や
準
備
物
は
作
品
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
一
日
体
験
「
お
正
月
い
け
花
教

室
」
小
原
流

講
師　

大
石
加
代
子
さ
ん

と
き　

12
月
21
日
㈰

	

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

研
修
室
４

参
加
費　

１
５
０
０
円

参
加
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上

は
１
人
で
の
参
加
が
可
、
親
子
で

の
参
加
も
可

準
備
物　

花
ば
さ
み
（
貸
し
出
し

あ
り
）、
新
聞
紙
、
筆
記
用
具

定
員　

20
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

標
準
営
業
約
款
制
度「
Ｓ
マ
ー

ク
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

人
権
と
ぴ
っ
く
す

①
身
体
障
が
い
者
補
助
犬（
盲
導
犬
、

介
助
犬
、
聴
導
犬
）
同
伴
を
啓
発
す

る
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

②
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
運
転
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
す
る
マ
ー
ク
で

す
。

③
肢
体
不
自
由
の
障
が
い
の
あ
る
人

が
運
転
し
て
い
る
こ
と
を
表
示
す
る

マ
ー
ク
で
す
。

④
聞
こ
え
が
不
自
由
な
こ
と
を
表

す
、
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
ー

ク
で
す
。

⑤
身
体
内
部
に
障
が
い
が
あ
る
人
を

表
し
て
い
ま
す
。「
電
車
な
ど
の
優

先
席
に
座
り
た
い
、
近
辺
で
の
携
帯

電
話
の
使
用
を
控
え
て
ほ
し
い
、
障

が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
停
め
た

い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
希
望
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
い
く
つ
知
っ
て
い
ま
し

た
か
？　

あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た

配
慮
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
共
に

社
会
に
出
て
、
仕
事
、
勉
強
、
遊
び

な
ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
誰
も
が
自
分
の
能
力
を
の
び
の

び
発
揮
で
き
る
社
会
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
マ
ー
ク

④⑤ ③ ② ①

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
左
右
見
る　

そ
の
１
つ
で　

救
わ
れ
る
命	

藏
本　

麗
菜
（
山
瀬
小
学
校
５
年
）
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吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～土曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

※お誕生会　　対象：12月生まれのおともだち
＊12月生まれのお子さんは、前日までに申し込んでください。該当児以外
でも、一緒に楽しめます。お誕生会終了後、下塚潤一さんの写真撮影あり！

▲24日　～四国大学田村ゼミ学生の皆さんによるクリスマス会♪～
参加費：子ども一人につき100円（当日集金します）
＊申し込みが必要です。２日（火）から受付開始。

10日　育児相談
講師：特定非営利活動法人　こどもの発達研究室きりん

保育士　佐藤睦子さん

12日　皆谷尚美のクリスマス出前コンサート
徳島を代表するシンガー・ソング・ライター皆谷尚美さんがちびっこドームへ
来てくれます♪心に響く歌声と、素晴らしい音楽の世界で癒されてください☆

●22日　ほっこりカフェ＆クリスマスプチケーキ作り
プチケーキに可愛い飾り付けをしてみんなで一緒に食べましょう♪
講師：川島こども園栄養士郷田弘枝さん　参加費：大人200円、子ども100円
＊申し込みが必要です。10日（水）から受付開始。
＊卵・小麦粉・乳製品を使います。

★赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ・チャイルドヨガ＆チャイルドマッサージ
対象：0カ月～歩くまで(10:00～ )　　１歳～３歳(11:00～ )　　
ベビー持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶やミルク
　　　　　　 （水分補給用）、オムツをはずすための防水シート
チャイルド持参物：バスタオル２枚、飲み物
＊お母さんは動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。４日（木）から受付開始。

◆美に差がつく！簡単セルフマッサージ
＊15日（月）から受付開始。　持参物：バスタオル

＊親子の絆作りプログラム～赤ちゃんがきた！～（愛称BPプログラム）
対象：平成26年７月１日～10月１日生まれの初めてのお子さんとお母さん
時間：午後１時30分～３時30分（４回連続講座です）
定員：20組（５組未満の場合は中止、定員越えの場合は抽選）参加費：無料
※申し込みが必要です。11月26日（水）までに申し込んでください。

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

♥吉野川市ファミリー・サポート・センター交流会
～☆クリスマス☆アーティフィシャルフラワーアレンジメント～
講師：糸木真理子さん
対象：吉野川市ファミサポ登録している方、またはファミサポに関心の

ある方（当日、登録できます）。参加費：無料
※申し込みが必要です。11月21日（金）から受付開始。
※当日、吉野川市提供会員による預かり体験を行います。
　希望される方は、申込み時にお伝えください。

◎産後の骨盤引き締めピラティス体験会
インナーマッスルを鍛えて姿勢を正し、美しい姿勢を手に入れましょう！
講師：ピラティスインストラクター山中梨沙さん　持参物：タオル、飲み物
※申し込みが必要です。11月21日（金）から受付開始。
※しめつけのない楽な服装でお越しください。

先着15人

先着7組ずつ

■Let’s Enjoy English　～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児　＊10日（水）から受付開始。

先着10組

先着５人

先着30人

先着100組

先着６人

住宅防火　いのちを守る７つのポイント
ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

日 月 火 水 木 金 土
1
音・光でクリスマス
(10：00～11：00)
講師：A・I・S
　うさぎのミコヤン

＊BPプログラム

2
自由遊び

＊クリスマス会受付開始

3　♥予約制
ファミサポ交流会
☆クリスマス☆
アーティフィシャル
フラワー
　　アレンジメント
(10：30～11：30)

4
子育て何でも相談
(10：30～11：30)
家庭相談員が
お聞きします
＊赤ちゃん・チャイルド
　ヨガ受付開始

5　◎予約制
産後の骨盤引き締め
ピラティス体験会
(10：30～11：30)

6
自由遊び

7 8
ゆきこおばちゃん
と遊ぼう！
(10：30～11：00)
講師：後藤田幸子さん
＊BPプログラム

9
絵本の
　　読み聞かせ
(10：30～11：00)
講師：読み聞かせ

グループかぶとむし

10
育児相談
(10：00～12：00)
＊英語受付開始
＊クリスマスプチケーキ
　　　　作り受付開始

11　
身体測定

12
皆谷尚美の
　　クリスマス
出前コンサート
(10：30～11：15)

13
休館

14 15　
自由遊び

＊簡単セルフマッサージ
　受付開始

＊BPプログラム

16
リトリト☆

リトミック♪
(10：30～11：00)
講師：市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん
　　　■予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
(16：00～16：30)
講師：筑木純子さん

17　※予約制
お誕生会
(10：30～11：00)
講師：お話グループ

　　　みるく

18　★予約制
赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ
(10：00～10：30)
チャイルドヨガ＆
マッサージ
(11：00～11：30)
講師：ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*

身体測定

19
ふれあい遊び
(10：30～11：00)
講師：深田比加里さん

20
吉野川市立
川島中学校
吹奏楽部の
皆さんによる
クリスマス
演奏会
(10：30～
11：00)

21 22　●予約制
ほっこりカフェ＆
クリスマス
プチケーキ作り
(10：00～11：00)
＊BPプログラム

23　
天皇誕生日

24　▲予約制
クリスマス会
(10：30～11：30)

25　◆予約制
美に差がつく！
簡単セルフマッサージ
(10：00～11：30)
講師：倉本洋子さん
身体測定

26
自由遊び

27
自由遊び

28 29
休館

30
休館

31
休館 リトリト☆リトミック♪　今月のうた　「あわてんぼうのサンタクロース」

《
交
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安
全
標
語
優
秀
作
》
み
ぎ
ひ
だ
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か
く
に
ん
し
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け
ど　

も
う
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か
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

第 3回　介護サービスと保険料
　介護保険のサービス費用は、税金や40歳以上の方に納め
ていただく保険料で賄われています。
サービス費用の増加は保険料の増額につながりますので、
適切なサービスの利用をしましょう。

みんなで支えよう
〜介護保険〜

社
会
全
体
で
介
護
保
険
を
支
え
て
い
ま
す

　

40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保

険
料
（
以
下
「
保
険
料
」）
は
、
介
護
保

険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
の
一

部
と
な
り
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
（
第
２
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
の
算
定
方
式
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
市
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
賄
え
る
よ
う
に
算

出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
本
人

の
収
入
や
所
得
、
世
帯
の
課
税
状
況
で
決

ま
り
ま
す
。
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
、
次
回
は
平
成
27
年
度
に
改
定
さ
れ

止
め
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
差
し
止
め
ら

れ
た
額
か
ら
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

○
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　

保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
、
本
来

１
割
で
あ
る
利
用
者
負
担
が
３
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

人
を
み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
す
。
医
療

保
険
同
様
、
利
用
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て

保
険
料
を
お
返
し
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　

保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
未
納
期

間
に
応
じ
て
給
付
が
一
時
差
し
止
め
に

な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
３

割
に
な
っ
た
り
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。

○
１
年
間
滞
納
し
た
場
合

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
、
い
っ
た

ん
利
用
料
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

○
１
年
６
カ
月
滞
納
し
た
場
合

　

市
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
は
ず
の
給
付
費

の
一
部
ま
た
は
全
部
を
、
一
時
的
に
差
し

　要支援・要介護の認定には有効期間があり、期間
を過ぎても引き続き介護サービスを利用したい方
は、更新手続きが必要です。
　しかし、介護サービスを利用する予定のない方は
更新手続きをしないで、今後必要になった時点で申
請することができます。
　１回の認定には、約１万２千円の費用がかかり、
すべて税金で賄われています。
　利用される方の環境や身体の状態にあったサービ
スが適切に受けられるよう、必要時の申請にご協力
をお願いします。

　介護サービスを利用されている方が事業者や施設
に支払っているのは利用料の１割です。残りの９割
は、市（保険料や税金）から支払われています。
　介護保険のサービスは、介護を必要とするように
なっても、自立した生活を送ることができるように、
必要なサービスを提供する制度です。自分がしてほ
しいことすべてが介護保険のサービスでかなえられ
るわけではありません。
　「便利だからしてほしい」ではなく、自分ででき
ることは自分でしましょう。
　皆さんの大切な保険料や税金で賄われている制度
です。大事に利用しましょう。

必要な時に申請をしましょう

自分が「してほしい」こと
だけにとらわれず必要な

サービスを利用しましょう

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎22-2264
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安
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乗
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

ヤング健診を受けましょう！

平成25年度のヤング健診結果

★平成26年度のヤング健診は、現在実施中です！

　吉野川市では、健診受診機会の少ない20〜39歳の若い方に自分の健康状態を正しく理解し、健康
に対する意識を高めていただくよう、「ヤング健診」を実施しています。
　この健診では、自覚症状ではわからない血管への負担（動脈硬化の危険性）がないかを調べます。
「若いから大丈夫」とか「検査を受けて何か言われるのがイヤ」と思わずに、早いうちに血管の傷み
具合を確認して、できることから予防策を一緒に考えてみませんか？

　どの項目に保健指導判定値や受診勧奨値が多かったのかを見てみると、男女とも「脂質」が一番で
した。「血糖」や「血圧」についても、医療機関に受診が必要という方もいました。

【男性】項目別判定区分 【女性】項目別判定区分

【受診方法】
●男性の方
　健康推進課へ電話にてお申し込みください。受診券を送付します。
●女性の方
　５月にヤング健診受診券を送付しています。同封の「お知らせ」にて医療機関を決め、事前に連絡
してから受診券と自己負担金を持参し、受診してください。
　※紛失された方は健康推進課までご連絡ください。再発行いたします。

○実施期間：平成27年２月28日（土）まで
○内　　　容：計測、血液検査、尿検査等（特定健診に準ずる内容）
○自己負担金：１,000円

受診券つづり見本

平成２６年度

がん検診等検（健）診受診券つづり

※今年度、あなたが受診できる検診について

　は、受診券にお名前が印字されています。

※この受診券は、市が実施する検診を受ける

　際に必要ですから大切に保管してください。

※紛失された場合、再発行はできません。

検診により実施期間や実施場所が違いま

すので、 内容をご確認のうえ検診計画を

たてましょう。

18.0%

16.0%

14.0%

12.0%

10.0%

8.0%

6.0%

4.0%

2.0%

0.0%0.0%

5.0%

血糖 血圧 脂質 血糖 血圧 脂質

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

27.3%

0.0%

9.1%

18.2%

36.4%

27.3%
13.4%

0.9%

4.2%

1.9%

15.3%

10.6%

…保健指導判定値　　　　…受診勧奨判定値
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

今
月
の
健
康

冬
の
感
染
症
予
防

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

は
じ
め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に

よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
の

感
染
症
が
流
行
す
る
シ
ー
ズ

ン
で
す
。ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
は
、

多
く
の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど

に
触
れ
た
手
を
介
し
て
感
染

が
拡
大
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

手
洗
い
・
う
が
い
が
効
果
的
に

な
っ
て
き
ま
す
。

【
手
洗
い
】

　

た
っ
ぷ
り
の
泡
で
、
手
の
ひ

ら
、
手
の
甲
、
指
先
、
爪
、
指

の
間
、
親
指
の
付
け
根
や
手

首
ま
で
し
っ
か
り
洗
っ
て
く
だ

さ
い
。
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー
ル

製
剤
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
う
が
い
】

　

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が

い
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
回
15
秒
く
ら
い
を
目
安
に
、

水
を
替
え
て
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が

い
を
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

【
休
養
と
食
事
】

　

か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
高
め

る
た
め
に
、
普
段
か
ら
睡
眠
を

十
分
と
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
号
は｢

血
圧｣

に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

１歳６カ月児フッ素塗布について

高齢者用肺炎球菌ワクチン定期外（任意）
接種費用一部助成についてお知らせ

　吉野川市では、１歳６カ月児健診対象者に無料でフッ素塗布事業を実施しており、対象のお子さん
には個別で案内をしています。
　フッ素には歯を強くする働きがあり、むし歯予防に効果があります。それに併せて、ジュースなど
の甘い物を控える、寝る前の仕上げみがきなどの生活習慣を整え、むし歯を予防しましょう。

○対象者によって有効期限が異なります。実施期限内に受診してください。
○受診の際は、事前に指定歯科医療機関へ診察時間などの確認をしていただき、

案内に同封しています“受診票”に必要事項を記入して当日持参してください。
○受診前には「歯みがき」をしてください。

　予防接種法に基づく高齢者用肺炎球菌ワクチン定期接種が、10月１日から始まりました。定期接
種対象者は、65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳・101歳以上となっており、
対象者には既に通知をお送りしています。今回、定期接種の対象とならない人への任意予防接種、予
防接種法に基づかない任意予防接種の接種費用の一部を平成26年度のみ助成します。助成を希望す
る方は、接種前に必ず健康推進課（本館１階）までお申し込みください。

◆接種助成期間　 平成27年３月31日（火）まで
◆接種対象者　吉野川市に住民登録があり、年齢が65歳以上（昭和25年４月２日以前の生ま

れ）の方。ただし、過去に高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種をされた方は除く。
　※助成を受けた人は、来年度以降の定期接種の対象外となります。
◆助成回数　１回（補助を受け接種できるのは生涯１回のみです）
◆助成費用　３,000円
　（医療機関では、３,000円を差し引いた額を自己負担金としてお支払いください）
　※吉野川市指定医療機関以外で接種した場合は、助成は受けられません。
　※接種後の申請、払い戻しはできませんのでご注意ください。
◆助成券の申請
　助成申請は健康推進課窓口で申請してください（印鑑持参）。助成券を郵送します。
◆接種場所　吉野川市内指定医療機関
◆接種方法　吉野川市内指定医療機関に５日前までに予約の上、助成券（助成券の本人記入欄

に署名、押印をしたもの）と保険証などの本人確認ができるものを持参し、接種してください。 

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
車
間
距
離　

一
メ
ー
ト
ル
は　

一
命
取
る	

阿
部　

竜
也
（
鴨
島
東
中
学
校
２
年
）
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　第２・４週の日曜日
　診療時間　９時〜17時（直接問い合わせてください）

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／18時〜22時  ☆休日／9時〜13時、14時〜18時、19時〜22時
　（医師会の都合により診療時間が変更となりました。）  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

11月・12月
夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室11月・12月の介護予防教室

11

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
12 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

介 護 予 防 体 操
13 木 10:00～11:00 川島公民館城山分館 川 島 口 腔 ( こ う く う ) ケ ア
14 金 9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操

17 月
9:30～10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話

18 火
9:30～10:30 川島公民館上桜分館 川 島 楽 し い 脳 体 操

13:30～14:30 山川公民館 山 川 介 護 予 防 体 操
19 水 9:30～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操
20 木 9:30～10:30 東部集落センター 美 郷 栄 養 の お 話
25 火 9:30～10:30 川島公民館山田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

27 木
9:30～10:30 牛島地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 山路東原集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

28 金
9:30～10:30 森山地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 東山老人憩の家 美 郷 楽 し い 脳 体 操

12

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 月 9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷

健

康

チ

ェ

ッ

ク

介 護 予 防 体 操
2 火 9:30～10:30 川島公民館神後分館 川 島 栄 養 の お 話

3 水
9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 上浦地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
4 木 9:30～10:30 川島公民館敷地分館 川 島 口 腔 ケ ア
5 金 13:30～14:30 瀬詰老人会館 山 川 介 護 予 防 体 操

8 月
9:30～10:30 森藤集会所 鴨 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 立石公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操
13:30～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 口 腔 ケ ア

9 火
9:30～10:30 川島公民館学西分館 川 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 牛島集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操
10 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操
11 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

12 金
9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 上谷集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

11月 12月 医　院　名 電話番号
12 � 阿 部 整 形 外 科 24-4880
13 石原内科循環器科 24-2536
14 19 岸 整 形 外 科 25-3133
15 鴨 島 病 院 24-6565
⑯ 16 古本内科クリニック 24-7377
17 富 本 医 院 42-3123
18 20 大 内 整 形 外 科 24-3058
19 22 工 藤 内 科 医 院 42-3113
20 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
21 26 井 内 内 科 24-3070
22 27 中西内科クリニック 42-6755
� 18 美 摩 病 院 24-2957
� 17 渡 辺 医 院 24-7177
25 25 杏 和 医 院 22-0333
26 24 高橋皮膚科クリニック 24-5122
27 30 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230

11月 12月 医　院　名 電話番号
28 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
29 29 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
� 四 宮 医 院 25-2016

1 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
2 森 住 内 科 医 院 22-3010
3 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
4 麻名内科外科クリニック 26-0020
5 さ く ら 診 療 所 42-5520
6 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
⑦ 松 永 医 院 42-2110
8 石 原 小 児 科 24-2388
9 知恵島皮膚科診療所 36-9012
10 糸田川クリニック 24-7555
11 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
12 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
13 あ お ぞ ら 内 科 22-1311

11月 12月 医　院　名 電話番号
⑭ 杉 山 医 院 25-2802
15 糸 田 川 眼 科 24-2531
� 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
� 矢 田 医 院 25-2006
� 谷 医 院 42-2353

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
命
よ
り　

大
切
で
す
か　

そ
の
着
信	

峰
本　

諒
雅
（
鴨
島
第
一
中
学
校
２
年
）
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山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
11
月
、12
月
の
休
室
日

木
曜
日
、年
末
年
始（
12
月
27
日
㈯

～
１
月
４
日
㈰
）

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

地
域
か
ら
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
防
犯
活

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
13
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

参
加
費　

無
料

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
㈰
～
１
月
３
日
㈯
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」に
よ
る
絵
本
の

よ
み
き
か
せ・ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
13
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

	

（
鴨
島
公
民
館
内
）集
会
所

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
春
の
庭
」	

柴
崎　

友
香　

著

「
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
」

堂
場　

瞬
一　

著

「
枯
野
光
」	

池
田　

久
輝　

著

「
今
ご
は
ん
、昔
ご
は
ん
」

	

松
井
今
朝
子　

著

【
児
童
書
】

「
く
ろ
ね
こ
さ
ん
し
ろ
ね
こ
さ
ん
」

	

得
田　

之
久　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
11
月
28
日
㈮
、12
月
28
日
㈰
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈪
～
１
月

３
日
㈯
）

◆
子
ど
も
映
画
会

11
月
15
日
㈯
（
こ
ね
こ
の
ぴ
っ

ち
）、
11
月
29
日
㈯
（
チ
ッ
プ
と

デ
ー
ル
）、
12
月
６
日
㈯
（
ド
ナ

ル
ド
・
ダ
ッ
ク
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
20
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
約
１

時
間

※
午
後
１
時
45
分
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
引
換
券
配
布
（
先
着
50
人
）

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
特
別
資
料
整
理

日
（
11
月
10
日
㈪
～
11
月
19
日

㈬
）、
月
末
図
書
整
理
日
（
11
月
28

日
㈮
、
12
月
28
日
㈰
）、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
㈪
～
１
月
３
日
㈯
）

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

犯
罪
者
は
犯
行
に
お
よ
ぶ
前
に

町
の
雰
囲
気
を
観
察
し
た
り
、
通

学
路
の
下
見
を
し
た
り
し
ま
す
。

他
人
や
子
ど
も
た
ち
に
無
関
心
と

い
っ
た
雰
囲
気
の
町
で
は
、
犯
罪

を
企
て
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。地
域
住
民
が
結
束
力
を
高
め
、

犯
罪
の
な
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
。
地
域

で
守
り
育
て
る
子
ど
も
た
ち
」
を

合
い
言
葉
に
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
、警
察
、学
校
、補
導
セ
ン
タ
ー

が
連
携
を
と
り
、
安
全
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
区
ご
と
に
「
安
全
安

心
対
策
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
登

下
校
の
安
全
確
保
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

●
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
に「
お

は
よ
う
」、「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど

の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
散
歩
や
庭
の
手
入
れ
、
畑
仕
事

な
ど
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
る

と
あ
り
が
た
く
、
顔
見
知
り
の
大

人
の
方
が
い
る
と
、
子
ど
も
た
ち

も
安
心
で
す
。

●
万
が
一
、
不
審
な
場
面
に
遭
遇

し
た
り
見
か
け
た
り
し
た
場
合

は
、
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
一
人
一
人
が
で
き
る
行
動
で
、
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.tcu.or.jp/ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

　

今
年
も
あ
と
２
カ
月
を
切
り
ま

し
た
。朝
夕
が
大
変
肌
寒
く
な
り
、

山
も
紅
葉
し
、
冬
の
訪
れ
を
感
じ

さ
せ
る
木
枯
ら
し
が
吹
く
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
気
象
庁
で
は
10
月

半
ば
か
ら
11
月
末
に
か
け
て
西
高

東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
っ

た
時
、
北
よ
り
の
風
速
８
メ
ー
ト

ル
以
上
の
風
が
吹
く
と
そ
の
風
を

「
木
枯
ら
し
」
と
認
定
す
る
そ
う

で
す
。
僕
の
世
代
は
「
木
枯
ら
し

に
抱
か
れ
て
」
な
ど
の
楽
曲
が
有

名
で
す
が
、「
木
枯
ら
し
」
に
ち

な
ん
だ
俳
句
を
紹
介
し
ま
す
。

「
海
に
出
て　

木
枯
帰
る

と
こ
ろ
な
し
」
山
口
誓
子
作
（
編
）

編
集
後
記

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

地
域
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

青
少
年
育
成
補
導

　
友
だ
ち

鴨
島
東
中
学
校　

大
舘　

朋
恵

笑
っ
た
り

泣
い
た
り

ケ
ン
カ
し
た
り

毎
日
が
と
っ
て
も

お
も
し
ろ
い

友
だ
ち
っ
て
不
思
議
だ
な

私
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る

世
の
中
を

も
っ
と
も
っ
と
笑
顔
に
で
き
る

そ
ん
な
友
だ
ち
に

た
く
さ
ん

で
あ
え
た
ら
い
い
な

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
9
号
」よ
り

地
域
で
団
結

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に

子
ど
も
の
通
学
路
を
守
る
た
め
に

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
見
て
い
る
よ　

信
号
無
視
し
た　

そ
こ
の
人	
大
塚　

有
梨
沙
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）新
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